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図 1 ロータリソレノイド内部構造図
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図 2 ボールレース模式図

　固定部と回転可動部とは螺旋状のボールレースと呼ばれ

る傾斜溝に配置されたボールを介して、1～ 3mm程度の

空隙を持って対向しています。この傾斜溝に置かれたボー

ルは転動するに従って降下し、固定部と回転部の隙間が小

さくなるようになっています。

　無励磁時にボールは復帰バネにより傾斜面の最上部に押

し上げられています。コイルに通電すると、固定磁極と可

動磁極との間に吸着力が発生し、傾斜面とボールの間に働

く偶力によってボールが傾斜面を転動降下し、回転トルク

を発生します。

　ソレノイドの発生する吸着力は磁気空隙の大きいときに

は弱く、小さくなるに従って急激に増加します。一方、ボー

ルによって変換されるトルクは傾斜面の傾斜の大きさに

よって変化します。これを利用して、空隙の大きい回転初

期には傾斜を強くし、空隙が小さくなる回転末期には傾斜

を小さくするように設定しています。こうすることで、全

ストロークに渡り一定のトルクを得ています。

　回転角度は設置された傾斜溝の長さで決まります。また、

軸方向運動量は回転角度ではなくソレノイドのサイズに

よって決められており、この値を表 1に示します。この動

作はトルクを得るための重要な運動ですので、実際の応用

に当たっては阻害しないような配慮が必要です。

　回転角度は、25・35・45・67.5・95°を用意しています

が、これ以外の角度としたい場合には、ストッパ等で作動

角度を制限することが可能です。この場合には作動開始点

が変化しないように、回転終了側を制限してください。

表 1　軸方向運動量

サイズ 2E 3E 4E 5S,5E 6S,6E 7S 8S,8L

軸方向運動 0.7 0.9 1.2 1.5 1.6 2.3 2.6 (約)(mm)


